
(57)【要約】

【課題】クローラ本体に形成されたラグの幅方向の端部

の耳切れを低減させる。

【解決手段】このラグ７の幅方向Ｘの外端部１１には、

所定の角度で傾斜する立面９が形成されるとともにこの

立面９の基部１２がクローラ本体２の幅方向Ｘの外端２

ｂと一致して形成されており、複数のラグ７は、立面９

の傾斜角度が大きな第１ラグ７ａと、立面９の傾斜角度

が小さな第２ラグ７ｂとが周方向Ｙに交互に形成されて

なり、第１ラグ７ａの頂面１０の幅方向Ｘの長さＡが、

前記第２ラグ７ｂの頂面１０の幅方向Ｘの長さＢよりも

長くされている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 端 帯 状 の ク ロ ー ラ 本 体 内 に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 芯 金 が 埋 設 さ れ 、 ク ロ ー ラ 本 体 の 外
周 面 に 複 数 の ラ グ が 周 方 向 に 間 隔 を お い て 形 成 さ れ た ゴ ム ク ロ ー ラ に お い て 、
　 こ の ラ グ の 幅 方 向 の 外 端 部 に は 、 所 定 の 角 度 で 傾 斜 す る 立 面 が 形 成 さ れ る と と も に こ の
立 面 の 基 部 が ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 外 端 と 一 致 し て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の ラ グ は 、 前 記 立 面 の 傾 斜 角 度 が 大 き な 第 １ ラ グ と 、 前 記 立 面 の 傾 斜 角 度 が 小
さ な 第 ２ ラ グ と が 周 方 向 に 交 互 に 形 成 さ れ て な り 、 前 記 第 １ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ が
、 前 記 第 ２ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ よ り も 長 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ゴ ム ク ロ ー
ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 長 さ よ り も 短 く さ れ て お り 、 こ の
ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 長 さ を Ｃ 、 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ を Ｄ と し 、 前 記 第 １ ラ グ の 頂 面 の
幅 方 向 の 長 さ を Ａ 、 前 記 第 ２ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ を Ｂ と し た と き 、
　 （ Ｃ － Ｄ ） ／ ８ ≦ （ Ａ － Ｂ ） ≦ ３ （ Ｃ － Ｄ ） ／ ８
の 関 係 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ム ク ロ ー ラ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 建 設 機 械 等 の 走 行 装 置 に 使 用 さ れ る ゴ ム ク ロ ー ラ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ゴ ム ク ロ ー ラ に は 、 例 え ば ゴ ム 製 で 無 端 帯 状 の ク ロ ー ラ 本 体 の 内 部 に 芯 金 を 埋 設
し 、 こ の ク ロ ー ラ 本 体 の 外 周 面 に 複 数 の ラ グ を 形 成 し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
　 ク ロ ー ラ 本 体 に 埋 設 さ れ る 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 長 さ よ り も
短 く な っ て お り 、 こ の ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 端 部 は ゴ ム の み で 形 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ ー ２ １ ９ ５ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の ゴ ム ク ロ ー ラ で は 、 例 え ば 、 作 業 中 に ク ロ ー ラ 本 体 に 形 成 さ れ た ラ グ の 幅 方 向 の
端 部 が 縁 石 に 乗 り 上 げ 、 こ の 端 部 が 縁 石 か ら す べ り 落 ち る こ と に よ っ て 、 こ の 端 部 の ラ グ
部 分 が 損 傷 す る （ 以 下 、 耳 切 れ と い う ） 場 合 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ク ロ ー ラ 本 体 に 形 成 さ れ た ラ
グ の 幅 方 向 の 端 部 の 耳 切 れ を 低 減 で き る ゴ ム ク ロ ー ラ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 技 術 的 手 段 を 講 じ た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 無 端 帯 状 の ク ロ ー ラ 本 体 内 に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 芯 金 が 埋 設 さ
れ 、 ク ロ ー ラ 本 体 の 外 周 面 に 複 数 の ラ グ が 周 方 向 に 間 隔 を お い て 形 成 さ れ た ゴ ム ク ロ ー ラ
に お い て 、 こ の ラ グ の 幅 方 向 の 外 端 部 に は 、 所 定 の 角 度 で 傾 斜 す る 立 面 が 形 成 さ れ る と と
も に こ の 立 面 の 基 部 が ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 端 部 と 一 致 し て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 複 数 の
ラ グ は 、 前 記 立 面 の 傾 斜 角 度 が 大 き な 第 １ ラ グ と 、 前 記 立 面 の 傾 斜 角 度 が 小 さ な 第 ２ ラ グ
と が 周 方 向 に 交 互 に 形 成 さ れ て な り 、 前 記 第 １ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ が 、 前 記 第 ２ ラ
グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ よ り も 長 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 ま た 、 前 記 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 長 さ よ り も 短 く さ れ て お り
、 こ の ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 長 さ を Ｃ 、 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ を Ｄ と し 、 前 記 第 １ ラ グ の
頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ を Ａ 、 前 記 第 ２ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ を Ｂ と し た と き 、 （ Ｃ － Ｄ
） ／ ８ ≦ （ Ａ － Ｂ ） ≦ ３ （ Ｃ － Ｄ ） ／ ８ の 関 係 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ク ロ ー ラ 本 体 に 形 成 さ れ た ラ グ の 幅 方 向 の 端 部 の 耳 切 れ を 低 減 で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
  図 １ 、 図 ２ の 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 に 係 る ゴ ム ク ロ ー ラ １ は 、 例 え ば 、 建 設 機
械 等 の 走 行 装 置 に 装 着 さ れ る も の で あ る 。 こ の 走 行 装 置 は 、 例 え ば 、 ト ラ ッ ク フ レ ー ム に
ス プ ロ ケ ッ ト 、 ア イ ド ラ 、 複 数 の 転 輪 等 を 回 転 自 在 に 設 け た も の で あ り 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １
は 、 こ の 走 行 装 置 に 巻 き 掛 け ら れ 、 ス プ ロ ケ ッ ト に よ っ て 駆 動 さ れ て 走 行 す る よ う に な っ
て い る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ は 、 ゴ ム 製 で 無 端 帯 状 の ク ロ ー ラ 本 体 ２ を 有 し て い
る 。 以 下 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 帯 長 手 方 向 を 「 周 方 向 」 （ 図 中 に 符 号 Ｙ で 示 す ） と い い 、 周
方 向 Ｙ に 直 交 す る 帯 幅 方 向 を 単 に 「 幅 方 向 」 （ 図 中 に 符 号 Ｘ で 示 す ） と い う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 内 部 に は 、 ス チ ー ル コ ー ド 等 か ら な る 無 端 状 の 抗 張 体 ３ が 埋 設 さ
れ て い る 。 ま た 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 内 部 に は 、 補 強 の た め に 複 数 の 芯 金 ４ が ク ロ ー ラ 本 体
２ の 周 方 向 Ｙ に 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ て い る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 芯 金 ４ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ｄ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ｃ
よ り も 短 く な っ て い る 。 ま た 芯 金 ４ の 幅 方 向 Ｘ の 中 心 は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 中
心 と 一 致 し て 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 芯 金 ４ の 幅 方 向 Ｘ の 端 部 ４ ａ と ク ロ ー ラ 本 体
２ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 ２ ｂ と の 間 に は 芯 金 ４ の な い ゴ ム 部 分 ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ク ロ ー ラ 本 体 ２ に は 、 ス プ ロ ケ ッ ト 係 合 用 の 複 数 の 孔 ６ が 設 け ら れ て い る （ 以 下 、 係 合
孔 ６ と い う ） 。 こ の 係 合 孔 ６ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 肉 厚 方 向 に 貫 通 し て 形 成 さ れ て お り 、
ス プ ロ ケ ッ ト の 歯 が 順 次 嵌 る よ う に ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 周 方 向 Ｙ に 一 定 の 間 隔 を お い て 形 成
さ れ て い る 。 係 合 孔 ６ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 中 心 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 こ の
係 合 孔 ６ は 、 周 方 向 Ｙ で 隣 り 合 う 芯 金 ４ の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 外 周 面 ２ ａ に は 、 複 数 の ラ グ ７ が 形 成 さ れ て い る
。 ラ グ ７ は 、 係 合 孔 ６ を 挟 ん で ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 一 方 側 の ラ グ 列 と 他 方 側 の ラ
グ 列 に 分 か れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 ラ グ 列 の ラ グ ７ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 周 方 向 Ｙ に 沿 っ て 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る
。 一 方 の ラ グ 列 の ラ グ ７ と 他 方 の ラ グ 列 の ラ グ ７ は 、 周 方 向 Ｙ に お け る 位 置 が ず れ て 形 成
さ れ て い る 。
　 各 ラ グ ７ （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） に は 、 側 部 に 立 面 ９ が 形 成 さ れ 、 そ の 先 端 部 に 平 坦 状 の 頂 面 １
０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 ラ グ ７ （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） は 同 じ ラ グ 高 さ （ ク ロ ー ラ 本 体 ２ の
外 周 面 ２ ａ か ら ラ グ ７ の 頂 面 １ ０ ま で の 長 さ を い う ） で 形 成 さ れ て い る 。
　 各 ラ グ ７ （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 部 １ １ （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） の 立 面 ９ は 、 図 ２
に 示 す よ う に ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 外 周 面 ２ ａ に 対 し て 所 定 の 角 度 で 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 複 数 の ラ グ ７ （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） に は 、 前 記 幅 方 向 Ｘ の 外 端 部 １ １ の 立 面 ９ の 傾 斜 角 度 が 大
き な 第 １ ラ グ ７ ａ と 、 こ の 傾 斜 角 度 が 小 さ な 第 ２ ラ グ ７ ｂ と が あ る （ 以 下 、 第 １ ラ グ の 傾
斜 角 度 を θ １ で 示 し 、 第 ２ ラ グ の 傾 斜 角 度 を θ ２ で 示 す ） 。 第 １ ラ グ ７ ａ と 第 ２ ラ グ ７ ｂ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-302201 A 2007.11.22



は ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 周 方 向 Ｙ に 交 互 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ラ グ ７ ａ と 第 ２ ラ グ ７ ｂ は 、
幅 方 向 の 外 端 部 １ １ の 立 面 ９ の 傾 斜 角 度 が 異 な る 点 以 外 は 、 ほ ぼ 同 じ 形 状 ・ 構 造 と な っ て
い る 。
　 第 １ ラ グ ７ ａ の 前 記 立 面 ９ ａ の 傾 斜 角 度 θ １ お よ び 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 前 記 立 面 ９ ｂ の 傾 斜
角 度 θ ２ は 、 い ず れ も ９ ０ ° 未 満 と さ れ て い る 。 第 １ ラ グ ７ ａ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 部 １ １ ａ
の 立 面 ９ ａ の 傾 斜 角 度 θ １ は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 外 周 面 ２ ａ に 対 し て 約 ６ ５ ° と さ れ て い
る 。 ま た 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 部 １ １ ｂ の 立 面 ９ ｂ の 傾 斜 角 度 θ ２ は ク ロ ー ラ
本 体 ２ の 外 周 面 ２ ａ に 対 し て 約 ４ ５ ° と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 ラ グ ７ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 部 １ １ （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） の 立 面 ９ （ ９ ａ 、 ９ ｂ ） の 基 部 １
２ の 幅 方 向 Ｘ に お け る 位 置 は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 ２ ｂ の 位 置 と 一 致 し て 形
成 さ れ て い る 。
　 前 記 第 １ ラ グ ７ ａ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 縁 １ ４ 、 お よ び 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 縁 １
５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 幅 方 向 Ｘ に お い て 、 芯 金 ４ の 幅 方 向 Ｘ の 端 部 ４ ａ と ク ロ ー ラ 本
体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 ２ ｂ と の 間 に 位 置 し て い る 。
　 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 縁 １ ４ と 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０ の 外 端 縁
１ ５ と は 、 幅 方 向 Ｘ に お け る 位 置 が 異 な っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の
外 端 縁 １ ４ は 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０ の 外 端 縁 １ ５ よ り も 幅 方 向 Ｘ に お い て ク ロ ー ラ 本
体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 ２ ｂ 寄 り に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の
内 端 縁 １ ６ と 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 内 端 縁 １ ７ と は 、 幅 方 向 Ｘ に お い て
同 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ａ は 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０
の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ｂ よ り も 長 く な っ て い る 。
　 上 述 し た よ う に 、 第 １ ラ グ ７ ａ の 幅 方 向 Ｘ に お け る 外 端 部 １ １ ａ の 立 面 ９ ａ の 傾 斜 角 度
θ １ を 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 幅 方 向 Ｘ に お け る 外 端 部 １ １ ｂ の 立 面 ９ ｂ の 傾 斜 角 度 θ ２ よ り も 大
き く し 、 こ の 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ａ を 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０ の 幅
方 向 Ｘ の 長 さ Ｂ よ り も 長 く す る こ と に よ っ て 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ の ラ グ ７ （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） の
耳 切 れ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ラ グ ７ の 耳 切 れ は 、 縁 石 等 に ラ グ ７ が 衝 突 し 、 ま た は こ の 縁 石 に 乗 り 上 が り 、 そ し て ず
り 落 ち る こ と を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 ラ グ ７ の 幅 方 向 Ｘ の 端 部 が 損 傷 す る こ と に よ る も の
で あ る 。 こ の ラ グ ７ の 耳 切 れ は 、 ラ グ ７ が 縁 石 に 当 た っ た 場 合 に 、 素 早 く こ の 縁 石 に 乗 り
上 が っ た 方 が 生 じ に く い こ と が 判 明 し て い る 。
　 特 に 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ を 装 着 し た 作 業 機 械 の 旋 回 時 に 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ が 縁 石 等 に 接 触
し た と き に は 、 常 に ラ グ ７ の テ ー パ ー 部 （ 立 面 ９ ａ 、 ９ ｂ の 部 分 ） が 縁 石 等 に 押 し 付 け ら
れ よ う と す る 。 こ の 時 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ が 回 転 し て 、 テ ー パ ー の ゆ る い 部 分 （ 第 ２ ラ グ ７
ｂ の 立 面 ９ ｂ の 部 分 ） か ら テ ー パ ー の き つ い 部 分 （ 第 １ ラ グ ７ ａ の 立 面 ９ ａ の 部 分 ） に 接
触 が 移 っ た 場 合 に 、 テ ー パ ー の き つ い 第 １ ラ グ ７ ａ は 、 幅 方 向 Ｘ に お い て 、 テ ー パ ー の ゆ
る い 第 ２ ラ グ ７ ｂ よ り も そ の 立 面 ９ ａ が 張 り 出 し て い る た め 、 縁 石 に 乗 り 上 が り や す く 、
こ の た め 、 耳 切 れ が 生 じ に く く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ の 回 転 に よ り 、 ラ グ ７ の テ ー パ ー の き つ い 部 分 （ 第 １ ラ グ ７ ａ の
立 面 ９ ａ ） の 縁 石 等 へ の 接 触 か ら テ ー パ ー の ゆ る い 部 分 （ 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 立 面 ９ ｂ ） の 縁
石 等 へ の 接 触 へ と 移 っ た 時 に は 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 立 面 ９ ｂ は 、 テ ー パ ー の ゆ る い 分 、 幅 方
向 Ｘ に お い て 第 １ ラ グ ７ ａ の 立 面 ９ ａ よ り も へ こ ん で お り 、 縁 石 等 へ の あ た り が 比 較 的 よ
わ い た め 、 こ の 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 耳 切 れ も 低 減 で き る 。
　 以 上 に よ り 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ は 第 １ ラ グ ７ ａ と 第 ２ ラ グ ７ ｂ が 交 互 に 縁 石 等 に 接 触 す る
こ と に よ っ て 、 全 体 と し て 、 従 来 の ゴ ム ク ロ ー ラ よ り も 耳 切 れ を 低 減 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 前 記 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ａ 、 前 記 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０ の 幅 方
向 Ｘ の 長 さ Ｂ 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ｃ 、 芯 金 ４ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ｄ の 関 係 は
、 （ Ｃ － Ｄ ） ／ ８ ≦ （ Ａ － Ｂ ） ≦ ３ （ Ｃ － Ｄ ） ／ ８ 、 と さ れ る の が 望 ま し い 。
　 す な わ ち 、 第 １ ラ グ ７ ａ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 縁 １ ４ と 、 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １
０ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 縁 １ ５ と の 離 間 距 離 （ 幅 方 向 Ｘ に お け る 離 間 距 離 を い う ） は 、 ク ロ ー
ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 ２ ｂ か ら 幅 方 向 Ｘ に お い て 所 定 の 範 囲 内 に あ る の が よ く 、 こ の
範 囲 は 、 芯 金 ４ の 幅 方 向 Ｘ の 端 部 ４ ａ と ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 外 端 ２ ｂ と の 間 の 距
離 （ Ｃ － Ｄ ） の １ ／ ８ ～ ３ ／ ８ の 比 の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 幅 方 向 の い ず れ か 一 方 の ラ グ 列 の 第 １ ラ グ ７ ａ と 第 ２ ラ グ ７ ｂ の 頂 面 １ ０ の 幅 方
向 Ｘ の 長 さ の 差 （ Ａ － Ｂ ） が 、 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ Ｄ の 半 分 の 長 さ ｛ （ １ ／ ２ ） × Ｄ ｝ と
ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ Ｃ の 半 分 の 長 さ ｛ （ １ ／ ２ ） × Ｃ ｝ の 差 ｛ （ １ ／ ２ ） ×
（ Ｃ － Ｄ ） ｝ に 対 し て １ ／ ４ ～ ３ ／ ４ の 比 の 範 囲 に あ る と い う こ と も で き る 。
　 図 ３ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 ラ グ ７ の 形 状 が 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。 第 １ 実 施 形 態 で は 、
一 方 の ラ グ 列 の ラ グ ７ と 、 他 方 の ラ グ 列 の ラ グ ７ の 周 方 向 Ｙ の 位 置 が ず れ て 形 成 さ れ て い
た が 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 一 方 の ラ グ 列 の ラ グ ７ と 他 方 の ラ グ 列 の ラ グ ７ が 周 方 向 Ｙ
に お い て 同 じ 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 各 ラ グ ７ （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方
向 Ｘ に 沿 っ て 直 線 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 共
通 す る 部 分 に は 、 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ゴ ム ク ロ ー ラ １ に お い て も
第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  本 発 明 に 係 る ゴ ム ク ロ ー ラ １ を 製 作 し 、 そ の 効 果 を 確 認 す る た め に 以 下 の よ う な 試 験 を
行 っ た 。
　 試 験 は 、 油 圧 シ ョ ベ ル の 走 行 装 置 に 本 発 明 に 係 る ゴ ム ク ロ ー ラ １ を 装 着 し 、 縁 石 に 対 し
１ ５ ° ～ ３ ０ ° の 角 度 で 進 入 さ せ 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ が 縁 石 に 乗 り 上 が る と 、 バ ッ ク し て 元
の 位 置 に 戻 り 、 再 度 縁 石 へ 進 入 さ せ て 行 っ た 。 な お 、 ゴ ム ク ロ ー ラ １ が 縁 石 に 乗 り 上 が ら
ず に す べ り 落 ち る と 一 旦 停 止 し 、 バ ッ ク し て 元 の 位 置 に 戻 る よ う に し た 。
　 こ の 行 程 を 繰 り 返 し て ゴ ム ク ロ ー ラ １ の ラ グ ７ に 発 生 す る 耳 切 れ の 回 数 を 調 べ た 。 各 ラ
グ ７ の 頂 面 １ ０ の 幅 方 向 Ｘ の 長 さ が 等 し い ゴ ム ク ロ ー ラ （ Ａ ＝ Ｂ ） を 比 較 例 と し て 製 作 試
験 し 、 本 発 明 に 係 る ゴ ム ク ロ ー ラ １ と 比 較 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 比 較 例 の 耳 切 れ の 回 数 を 耳 切 れ 性 能 値 １ ０ ０ と し て 指 数 化 し 、 こ の 値 と 本 発 明 に 係 る ゴ
ム ク ロ ー ラ １ の 耳 切 れ 性 能 と を 比 較 評 価 し た 。 な お 、 耳 切 れ の 回 数 が 少 な け れ ば 少 な い ほ
ど 、 耳 切 れ 性 能 の 値 は 大 き く な る 。
　 こ の 試 験 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 試 験 結 果 （ 表 １ ） に よ れ ば 、 （ Ａ － Ｂ ） ／ （ Ｃ － Ｄ ） の 値 が １ ２ ． ５ ％ （ １ ／ ８ ） ～ ３
７ ． ５ ％ （ ３ ／ ８ ） の 範 囲 で 耳 切 れ 性 能 が 良 く 、 ２ ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 が さ ら に 耳 切 れ 性 能
が よ い こ と が わ か っ た 。 ま た 、 （ Ａ － Ｂ ） ／ （ Ｃ － Ｄ ） の 値 が ２ ５ ％ （ １ ／ ４ ） の と き に
に 耳 切 れ 性 能 が 最 も よ い こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 ら ず 、 種 々 の 変 更 ・ 変 形 が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 ラ グ の 形 状 が 上 記 の 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 以 外 の 場 合 に も 本 発 明 を 適 用 で き る 。
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上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 の 一 方 側 の ラ グ 列 と 他 方 側 の ラ グ 列 と に
分 か れ て ラ グ ７ が 形 成 さ れ て い た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 ラ グ ７ を ク ロ ー ラ 本 体 ２ の 幅 方 向 の
中 心 か ら 幅 方 向 両 側 に 跨 る よ う に 形 成 し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 建 設 機 械 等 の 走 行 装 置 に 装 着 し て 使 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す ゴ ム ク ロ ー ラ の 接 地 面 側 か ら み た 部 分 平 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｅ － Ｅ 矢 示 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す ゴ ム ク ロ ー ラ の 接 地 面 側 か ら み た 部 分 平 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 　 ゴ ム ク ロ ー ラ
　 ２ 　 　 ク ロ ー ラ 本 体
　 ２ ａ 　 ク ロ ー ラ 本 体 の 外 周 面
　 ２ ｂ 　 ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 外 端
　 ４ 　 　 芯 金
　 ７ 　 　 ラ グ
　 ７ ａ 　 第 １ ラ グ
　 ７ ｂ 　 第 ２ ラ グ
　 ９ 　 　 立 面
１ ０ 　 　 ラ グ の 頂 面
１ ２ 　 　 立 面 の 基 部
　 Ａ 　 　 第 １ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ
  Ｂ 　 　 第 ２ ラ グ の 頂 面 の 幅 方 向 の 長 さ
　 Ｃ 　 　 ク ロ ー ラ 本 体 の 幅 方 向 の 長 さ
　 Ｄ 　 　 芯 金 の 幅 方 向 の 長 さ
　 Ｘ 　 　 幅 方 向
　 Ｙ 　 　 周 方 向

10

20

30

(6) JP 2007-302201 A 2007.11.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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